
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年８月２４日               NO,４０７ 

 

    関赤城の墓 

 江戸後期の儒学者で、兵学者とし 

ても知られていた関赤城（せきせき 

じょう）の墓が天桂寺にあります。 

 関赤城は、材木町で代々荒物商を 

営む家に明和３年（１７６６）に生 

まれ、江戸に出て昼夜勉学に励み塾 

を開き、また兵学を学び、柳川藩、 

福岡藩、久留米藩で兵学を教え、招 

かれた丸岡藩では、科目を立てた体 

系的儒学教育をおこないました。 

                本多正永の位牌 

             天和元年（１６８１）に真田氏

が改易となり、代官による統治の

時代が２２年つづいた後、元禄１

６年（１７０３）に本多正永が沼

田城主となりました。 

             平等寺には、本多正永の位牌が

残されています。 

位牌の表面には『信行院殿従位

下侍従兼伯耆守藤原朝臣正永釈光

山』と書かれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
内
閣
府
が
１３
日
発
表
し
た
２
０
１
４
年
４
～
６
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
速

報
値
で
、
物
価
変
動
の
影
響
を
除
い
た
実
質
で
前
期
比
１
・
７
％
減
、
年
率
換
算
で
６
・
８
％
減
の
大
幅

な
落
ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

特
に
個
人
消
費
は
統
計
上
で
比
較
可
能
な
１
９
９
４
年
以
来
２０
年
間
で
最
大
の
悪
化
と
な
り
、
４
月

の
消
費
税
増
税
が
国
民
の
く
ら
し
と
日
本
経
済
に
も
打
撃
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
増
税
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影
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を
「
想
定
内
」
と
言
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つ
づ
け
て
き
た
安
倍
首
相
の
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は
崩
れ
去
り
ま
し
た
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マ
イ
ナ
ス
幅
は
四
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
次
ぎ
、
過
去
２
０
年
間
で
５
番
目
の

大
き
さ
で
、
消
費
税
率
を
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
た
直
後
の
３
・
５
％
を
上
回
る
深
刻
さ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

最
大
の
要
因
は
、
個
人
消
費
が
前
期
比
５
・
０
％
減
と
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
国
民

の
所
得
減
少
が
消
費
を
押
し
下
げ
た
結
果
と
も
い
え
ま
す
。 

 グリーンベル２１の駐車場が沼田まつり以後、利用料金が２時間１００

円に有料化されました。 

             グリーンベル２１は、地元地権者、投資会社

などが所有しており、市が取得するにはそれぞ

れの所有者と合意することが必要です。 

             市長は８日、グリーンベル２１の８５％を所

有する東京の投資会社と話し合いました。 

 利根実業高校の生徒が運営するアンテナショップ「町家娘の店」が１７

日、中町の中の会館にオープンしました。 

 「町家娘の店」では、生徒が考案した「 

えだまメンチ」「チュロス風キノコドーナ 

ツ」や授業で栽培した野菜、鉢植え、卵な 

どを販売する予定です。 

 「町家娘の店」は、毎週水曜日の午前１ 

０時～午後５時まで開店し、１２月１７日 

まで営業予定です。 

 ３日からおこなわれた沼田まつりは、天気にもめぐま

れ３日間で２４万人の人出となりました。（昨年は土・   

日・月で２５万人） 

               ４日の町みこし共演

には、新調した白沢町み

こしが参加しました。 

               今年の沼田まつりも、

元気あふれるまつりと

なりました。 

 第３４回平和のための戦争展が８日と９日、沼田市中

央公民館で開かれ、利根沼田の戦没者名簿、戦争遺品、

中国人強制連行の記録 

などが展示されました。 

 今年は、集団的自衛 

権行使容認の閣議決定 

についての新聞報道な 

どの資料も展示されま 

した。 


